
提

出

者

原

陽

子

平
成
十
三
年
五
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

七

二

号

道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書

小
泉
内
閣
の
発
足
に
伴
い
、
総
理
を
始
め
主
要
閣
僚
か
ら
、
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て
発
言
が
行
わ
れ
、
社
会
的

な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
が
活
発
化
す
る
こ
と
は
、
聖
域
を
設
け
ず
に
あ
ら
ゆ
る
既
得
権
益
に
切
り
込
み

抜
本
的
な
構
造
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
国
民
生
活
を
向
上
さ
せ
て
い
く
上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
議
論
の
開
始
が
あ
ま
り
に
遅
す
ぎ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

第
三
十
四
号
）
」
及
び
「
道
路
整
備
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
」
が
制
定
さ
れ
た
の
は
一
九
五
八
年

で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
は
、
現
行
計
画
で
既
に

十
二
次
を
数
え
て
い
る
。
年
率
十
％
を
超
え
る
経
済
成
長
を
続
け
た
時
代
を
遙
か
彼
方
に
か
え
り
み
る
低
成
長
時
代
に
入
っ
た

今
日
、
法
律
の
制
定
か
ら
既
に
四
十
三
年
を
経
過
し
て
お
り
、
制
度
の
早
急
な
見
直
し
は
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
小
泉
総
理
大
臣
を
始
め
、
塩
川
財
務
大
臣
等
、
主
要
閣
僚
が
国
会
等
に
お
い
て
相

次
い
で
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
泉
総
理
は
五
月
十
四
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
道
路
整
備
に
限
定
さ
れ
た

道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
「
聖
域
な
く
見
直
す
方
向
で
検
討
し
た
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
・
与
党
は
五
月
二

一



十
一
日
、
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
道
路
特
定
財
源
の
使
途
見
直
し
を
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
（
議
長
・
小
泉
純
一
郎
首
相
）
が

六
月
末
に
ま
と
め
る
「
骨
太
の
方
針
」
に
明
記
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
さ
れ
る
。

（
�
）

こ
れ
ら
の
発
言
は
、
内
閣
の
総
意
で
あ
る
と
認
識
し
て
よ
い
か
。

（
�
）

扇
国
土
交
通
大
臣
は
、
五
月
十
五
日
の
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、
「
私
は
早
急
に
私
自
身
の
判
断
で
結
論
を
出
し

て
い
く
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
月
二
十
二
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
道
路

特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
連
し
、
「
今
月
中
に
省
内
で
き
ち
ん
と
答
え
を
出
す
よ
う
に
各
局
に
指
示
し
た
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
国
土
交
通
省
が
個
人
又
は
単
独
の
判
断
で
行
う
べ

き
も
の
で
は
な
く
、
内
閣
と
し
て
政
府
全
体
で
検
討
す
べ
き
課
題
で
は
な
い
か
。

二

「
緊
急
措
置
法
」
、
「
臨
時
措
置
法
」
及
び
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
名
称
の
法
律
は
、
本
来
、
そ
の
名
が
あ
ら
わ
す
と

お
り
、
目
的
を
達
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
廃
止
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
廃
止
さ
れ
る
も

の
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
法
律
の
時
限
が
到
来
し
た
場
合
に
、
機
械
的
に
五
年
あ
る
い
は
十
年
と
時
限
を
単
純
に
延
長
す
る
も

の
が
多
い
。

（
�
）

戦
後
か
ら
現
在
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
「
緊
急
措
置
法
」
、
「
臨
時
措
置
法
」
、
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
名
称
の

二



法
律
は
何
件
あ
る
の
か
。
把
握
で
き
る
範
囲
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

（
�
）
の
う
ち
、
把
握
で
き
る
限
り
で
現
在
ま
で
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

（
�
）
の
う
ち
、
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
期
限
の
延
長
を
行
っ
た
理
由
を
明
示
さ
れ
た

い
。

（
�
）

「
緊
急
措
置
」
「
臨
時
措
置
」
「
特
別
措
置
」
と
い
う
名
称
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
年
に
わ
た
り
同
様
の
法
的
措

置
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
極
め
て
異
常
で
あ
り
、
早
急
に
廃
止
を
す
る
か
又
は
法
律
名
を
改
正

し
て
通
常
の
措
置
と
し
て
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
は
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
「
高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
並
び
に
政
令
で
定
め

る
都
道
府
県
そ
の
他
の
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕
（
以
下
「
道
路
の
整
備
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
計
画
」
で

あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
整
備
特
別
会
計
法
第
一
条
は
、
「
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
経
費
で

国
の
支
弁
す
る
も
の
の
財
源
に
充
て
て
行
う
道
路
整
備
事
業
」
を
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
に
規
定
す
る
「
道
路
の
整
備
」
に

関
す
る
事
業
（
国
が
行
う
も
の
や
国
が
費
用
を
負
担
す
る
も
の
）
と
明
記
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
す
る
経
理
を
明

確
化
す
る
た
め
に
特
別
会
計
を
設
置
す
る
と
定
め
て
い
る
。

三



（
�
）

法
律
上
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
位
置
づ
け
、
道
路
特
別
会
計
を
財
源
と
し
て
実
施
で
き
る
事
業
は
、
「
道
路

の
新
設
、
維
持
及
び
修
繕
」
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
に
違
い
は
な
い
か
。

（
�
）

以
下
の
事
業
は
、
「
道
路
の
新
設
、
維
持
及
び
修
繕
」
に
該
当
す
る
の
か
。

ａ
）

モ
ノ
レ
ー
ル
・
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備

ｂ
）

駐
車
場
・
自
転
車
駐
輪
場
の
整
備

ｃ
）

道
路
の
緑
化

ｄ
）

低
公
害
車
の
燃
料
充
填
施
設
の
整
備

ｅ
）

交
通
安
全
対
策
事
業

ｆ
）

電
線
共
同
溝
の
整
備
に
よ
る
電
線
類
の
地
中
化

ｇ
）

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
収
容
空
間
の
整
備

四

揮
発
油
税
、
地
方
道
路
税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
重
量
税
及
び
自
動
車
取
得
税
に
は
、
暫
定
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。

（
�
）

我
が
国
に
お
い
て
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
税
の
他
に
暫
定
税
率
が
適
用
さ
れ
た
税
は
あ
る
の
か
。

四



該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
税
目
、
税
収
及
び
暫
定
税
率
を
設
け
た
理
由
を
示
さ
れ
た

い
。

（
�
）

暫
定
税
率
は
、
暫
定
と
い
う
そ
の
名
称
か
ら
、
「
正
式
に
決
定
す
る
ま
で
、
仮
に
定
め
る
こ
と
。
臨
時
の
措
置
」

（
大
辞
林
）
で
あ
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
年
に
わ
た
り
同
様
の
措
置
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
事
態
は
極
め
て
異
常
で
あ
り
、
早
急
に
廃
止
を
す
る
か
又
は
必
要
な
法
令
を
改
正
し
通
常
の
税
率
と
し
て

定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

五

政
府
は
、
第
十
二
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
よ
る
七
十
八
兆
円
の
投
資
が
、
一
〇
年
間
で
七
〇
兆
円
の
生
産
力
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
一
三
〇
兆
円
の
需
要
創
出
を
果
た
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
二
百
兆
円
押
し
上
げ
る
と
し
て
い
る
。

（
�
）

こ
の
よ
う
な
試
算
は
、
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
に
基
づ
く
も
の
か
、
そ
の
名
称
と
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

当
該
モ
デ
ル
の
開
発
者
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

五
年
間
で
七
十
八
兆
円
も
の
国
民
か
ら
徴
収
し
た
巨
額
の
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、

政
府
は
、
モ
デ
ル
の
詳
細
な
内
容
を
国
民
に
説
明
す
る
責
務
を
有
し
、
そ
の
内
容
を
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

六

第
一
次
か
ら
第
十
二
次
に
わ
た
る
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
各
次
の
モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ
た
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
そ

五



の
具
体
的
数
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ
た
自
動
車
交
通
量

（
�
）

当
該
期
間
に
お
け
る
実
際
の
自
動
車
交
通
量

（
�
）

モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ
た
Ｇ
Ｎ
Ｐ
成
長
率

（
�
）

当
該
期
間
に
お
け
る
実
際
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
成
長
率

七

国
土
交
通
省
は
、
人
口
一
人
当
た
り
や
自
動
車
保
有
台
数
一
台
当
た
り
の
道
路
延
長
の
主
要
各
国
と
の
比
較
を
、
我
が
国

に
お
け
る
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
土
面
積
当
た
り
の
道
路
延
長
を
主
要
各
国
と

比
較
す
れ
ば
、
我
が
国
は
米
国
の
約
五
倍
、
ド
イ
ツ
の
約
三
倍
、
英
国
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
約
二
倍
と
な
り
、
道
路
整
備
が
遅

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
指
標
に
よ
っ
て
結
果
が
異
な
る
以
上
、
特
定
の
指
標
の
み
を
用
い
て
他
国
と
比
べ
て
我
が
国
に

お
け
る
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
論
理
は
破
綻
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

八

松
中
・
中
川
・
小
西
・
高
木
「
各
国
の
交
通
制
度
の
変
遷
を
踏
ま
え
た
交
通
整
備
財
源
の
実
質
的
な
負
担
者
の
比
較
」
土

木
計
画
学
研
究
・
論
文
集
Ｎ
ｏ．

一
五
、
一
九
九
八
年
九
月
及
び
松
中
・
中
川
「
交
通
整
備
財
源
の
負
担
者
比
較
手
法
を
用

い
た
事
業
種
別
の
財
源
構
成
」
土
木
計
画
学
研
究
・
論
文
集
Ｎ
ｏ．

一
四
、
一
九
九
七
年
九
月
等
に
よ
れ
ば
、
平
成
四
年
度

六



予
算
に
見
る
交
通
整
備
財
源
の
実
質
的
な
負
担
者
を
比
較
し
た
場
合
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
の
割
合
が
六

五
・
一
％
、
一
般
財
源
負
担
の
割
合
が
三
四
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
鉄
道
整
備
に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
が
八
一
・
三

％
、
一
般
財
源
負
担
が
一
八
・
七
％
、
空
港
整
備
に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
が
八
九
・
三
％
、
一
般
財
源
負
担
が
一
〇
・
七

％
と
い
う
試
算
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
試
算
か
ら
、
我
が
国
の
交
通
投
資
は
、
明
ら
か
に
道
路
整
備
に
偏
重
し
て
き
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

九

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
は
、
巨
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
当
初
の
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
項
目
が
目

立
つ
。
例
え
ば
、
七
十
六
兆
円
が
投
入
さ
れ
た
第
十
一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
は
、
夜
間
騒
音
要
請
限
度
達
成
率
に
つ

い
て
、
平
成
四
年
度
末
の
六
十
八
％
に
対
し
、
平
成
九
年
度
末
の
目
標
を
七
十
六
％
と
し
た
が
、
実
績
は
六
十
七
％
と
低
調

な
結
果
に
終
わ
っ
た
。

（
�
）

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
立
て
ら
れ
た
目
標
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
責
任
を
と
る
の

か
。

（
�
）

目
標
と
施
策
の
中
身
に
整
合
性
が
な
く
、
そ
も
そ
も
達
成
不
可
能
な
目
標
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

十

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
に
は
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
変
更
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
、
計
画
当
初
と

七



比
較
し
て
、
道
路
に
対
す
る
需
要
、
経
済
成
長
率
の
変
化
、
国
民
の
意
識
等
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
計
画
を
積
極
的

に
見
直
す
責
務
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

八


